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律
令
制
下
に
成
長
し
た
我
が
国
の
古
代
鍼
灸
は
、
律
令
制
の
崩

壊
と
と
も
に
一
時
衰
退
し
た
が
、
近
世
に
至
っ
て
再
び
大
き
く
発

展
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
古
代
鍼
灸
と
近
世
鍼
灸
を
繋
ぐ
中
世
鍼
灸

の
実
態
や
、
中
世
鍼
灸
か
ら
近
世
鍼
灸
へ
の
移
行
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
は
、
な
お
未
解
明
の
点
が
少
な
く
な
い
・

演
者
の
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
末
期
以
降
の

中
世
鍼
灸
に
は
、
宋
代
医
書
を
軸
と
し
つ
つ
、
「
医
心
方
』
及
び
新

旧
の
渡
来
書
で
編
集
さ
れ
た
「
頓
医
抄
」
『
万
安
方
」
『
福
田
方
」

系
統
の
鍼
灸
と
、
多
く
俗
語
を
用
い
て
書
か
れ
た
『
五
体
身
分
集
』

『
金
袖
光
義
抄
』
「
伝
屍
病
廿
五
方
』
『
鬼
法
』
系
統
の
鍼
灸
の
、
二

つ
の
流
れ
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
慶
長
年
間
頃
に
登
場

し
、
近
世
に
お
け
る
鍼
灸
再
興
の
先
駆
け
と
な
っ
た
鍼
灸
諸
流
派

は
、
こ
れ
ら
の
鍼
灸
の
延
長
線
上
に
、
新
渡
来
の
明
や
朝
鮮
の
医

学
と
鍼
灸
を
加
味
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に

公”

Oイ

「
灸
鍼
図
」
の
考
察

篠
原
孝
市

こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
五
体
身
分
集
」
系
統

の
鍼
灸
が
与
え
た
影
響
に
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
以
下
、

『
五
体
身
分
集
』
系
統
に
近
い
鍼
灸
書
で
、
い
ず
れ
も
室
町
時
代
頃

の
成
立
と
さ
れ
る
「
耆
婆
五
臓
経
」
『
五
臓
六
冊
之
次
第
」
（
以
上
、

内
閣
文
庫
蔵
）
、
「
灸
法
』
（
杏
雨
書
屋
蔵
）
、
『
灸
法
書
」
（
温
知
堂
蔵
）

の
四
種
の
写
本
に
共
通
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
ひ
と
ま
と
ま
り

の
穴
図
と
愈
穴
主
治
条
文
舎
耆
婆
五
臓
経
」
に
よ
り
そ
の
全
体
を

「
灸
鍼
図
」
と
仮
称
）
に
検
討
を
加
え
、
中
世
鍼
灸
の
一
端
を
明
ら

か
に
す
る
。

四
種
の
写
本
に
見
え
る
「
灸
鍼
図
」
は
、
若
干
の
記
述
の
異
同

や
誤
写
を
別
に
す
れ
ば
、
基
本
的
に
源
を
一
に
し
て
い
る
。
仰
人

図
、
伏
人
図
、
左
側
人
図
、
右
側
人
図
の
四
枚
の
穴
図
か
ら
構
成

さ
れ
、
穴
名
と
穴
の
位
置
が
傍
害
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
に
対

応
す
る
主
治
条
文
が
各
図
の
後
に
置
か
れ
て
い
る
。
主
治
条
文
で

は
主
に
主
治
症
、
施
灸
の
壮
数
、
刺
鍼
の
深
さ
が
簡
明
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
所
載
の
穴
名
は
四
書
あ
わ
せ
て
百
種
を
越
え
る
が
、

伝
写
の
過
程
の
付
加
と
見
な
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
四
書
の
比
較

校
合
か
ら
推
定
さ
れ
る
「
灸
鍼
図
」
所
載
の
穴
数
は
、
第
一
図
三

十
一
穴
、
第
二
図
二
十
六
穴
、
第
三
図
十
九
穴
、
第
四
図
八
穴
、
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第
一
図
又
は
第
三
図
の
何
れ
に
属
す
る
か
判
定
困
難
の
も
の
一

穴
、
都
合
八
十
五
穴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
穴
は
全
身
各
部
に
概
ね

十
二
～
十
三
穴
ず
つ
均
等
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
背
部
の
み

は
他
の
部
位
に
比
し
て
や
や
穴
数
が
多
い
。
手
足
の
穴
数
は
全
体

の
三
割
弱
、
胸
腹
と
背
の
穴
数
の
合
計
は
全
体
の
五
割
強
で
あ

る
。
各
穴
は
全
て
固
有
の
穴
名
を
持
っ
て
い
る
。
前
記
し
た
「
五

体
身
分
集
」
系
統
の
鍼
灸
資
料
で
は
施
術
部
位
の
み
の
表
記
が
多

い
か
ら
、
こ
れ
は
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
所
載
の
穴
名
の
う
ち
、

約
六
割
は
中
国
の
一
般
的
な
鍼
灸
書
に
も
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ

る
が
、
中
国
の
鍼
灸
書
所
載
の
穴
の
名
称
だ
け
を
改
変
し
た
に
過

ぎ
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。
な
お
「
五
体
身
分
集
』
系
統
の
鍼

灸
資
料
に
見
え
る
穴
と
比
較
す
る
と
、
喧
中
、
三
里
、
百
会
、
大

椎
、
肩
井
、
曲
池
な
ど
は
共
通
す
る
が
、
前
記
資
料
に
は
頻
出
す

る
章
門
や
特
殊
な
穴
名
「
風
穴
」
「
定
草
穴
」
な
ど
は
見
ら
れ
な

い
。
鍼
灸
法
は
、
中
世
ま
で
の
鍼
灸
の
一
般
的
傾
向
と
同
じ
灸
法

中
心
で
あ
る
が
、
室
町
後
期
頃
ま
で
の
医
書
、
鍼
灸
書
と
比
べ
て
、

多
く
の
穴
に
刺
鍼
の
深
さ
の
指
示
が
あ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。

施
灸
の
壮
数
は
、
七
、
十
一
、
十
四
、
二
十
一
、
三
十
一
、
五
十
、

五
十
一
、
百
の
八
種
で
あ
る
。
「
五
十
一
壮
」
の
よ
う
に
「
こ
を

末
尾
に
置
く
わ
が
国
独
特
の
壮
数
設
定
は
、
「
灸
鍼
図
」
が
『
五
体

身
分
集
」
系
統
の
鍼
灸
に
属
す
る
こ
と
を
示
す
。
部
位
に
よ
る
施

灸
壮
数
の
差
異
は
顕
著
で
は
な
く
、
手
の
穴
へ
の
施
灸
が
七
～
二

十
一
壮
と
少
な
い
以
外
は
、
概
ね
三
十
一
～
百
壮
の
間
で
あ
る
。

一
方
、
鍼
の
深
さ
は
三
分
、
五
分
、
一
寸
を
主
と
し
、
特
に
五
分

と
一
寸
が
多
い
。
た
だ
し
、
鍼
の
深
さ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は

八
十
五
穴
中
の
六
十
穴
で
、
腹
部
の
穴
は
一
切
鍼
は
せ
ず
、
胸
部

は
五
分
か
ら
一
寸
、
背
部
の
五
蔵
の
諒
穴
は
一
寸
、
六
府
の
諒
穴

は
五
分
、
手
は
三
分
、
足
は
五
分
刺
入
を
す
る
。
穴
の
主
治
症
に

つ
い
て
は
省
略
す
る
。

「
灸
鍼
図
」
は
南
北
朝
時
代
前
後
の
鍼
灸
か
ら
近
世
鍼
灸
に
一

歩
進
ん
だ
段
階
を
示
し
て
い
る
。
成
立
時
期
は
未
詳
で
あ
る
が
、

種
々
の
点
か
ら
室
町
後
期
頃
（
一
五
○
○
年
代
）
と
推
定
さ
れ
る
。
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）


